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ニ ュ ー ス レ タ ー く ま も と  
CHOTTO IWASETEHAIYO!CHOTTO IWASETEHAIYO!

▲セネガルの農村で（筆者：中央） 

　　　　気持ちの大きい小さいにかかわらず、老若男女それぞれの｢国際協力へのやる気｣を後押しで
きるように私も日々勉強中です。Ndank Ndank《ダンク ダンク》（セネガルの現地語で、ゆっくり
ゆっくり、という意味）私たちにできることから取り組んでいきましょう！　　　　 

1972年生まれ。約２年の農業
実習の後、青年海外協力隊とし
て２年間セネガル共和国に派遣。
セネガルから帰国後、半年のフ
ランス滞在を経て現職に就く。 

田崎　弘さん 

Petit a petit l'oiseau fait son nid.
気負わず、楽しく、ゆっくりと 
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　昨年12月よりJICA九州・国際協力推進員として、ここ国際交流
会館に勤務しております。20あるJICA（独立行政法人・国際協力
機構）の国内機関のひとつとしてJICA九州国際センターが北九州
にあり、私の場合はその｢熊本出張所｣として国際交流会館にデス
クを置かせていただいています。私のようなJICA青年海外協力隊
のOB・OGが各都道府県に1名ずつJICA国際協力推進員としてデスクを構え、地
域住民の皆さんに向けたJICAの窓口になっています。 
　私の海外ボランティア経験は2000年から2002年までの2年間、JICA青年海外
協力隊として西アフリカ・セネガル共和国の農業分野に携わりました。楽しいこ
とより苦しいことの方がはるかに多い2年間でしたが、その経験は一生の宝物です。
日本に帰ってきてよく｢アフリカで農業の指導をして来られたのですか？｣ときか
れます。私自身、｢野菜を農民と一緒に作ってきた｣という自覚はありますが、｢農
業を指導してきた｣という自覚はありません。国際協力とはそういうものではない
のでしょうか？ 
 

　さて、これまでの文を読んでいただいて分かると思いますが、自己紹介をするときは「JICA」国際協力推進員
という具合に「JICA」を最初に言うようにしてはいます。ですが文の最初にありますように、私の仕事は老若男
女それぞれの｢国際協力へのやる気｣を後押しすることです。私が皆さんに国際協力のあり方を説いていくのではな
く、熊本での国際協力のスタイルを一緒に考えていきたいと考えています。私がセネガルで｢農業を指導してきた｣
のではなく、｢野菜を農民と一緒に作ってきた｣ように。 
 
　最後にひとつ催し物の宣伝を。3/13（土）に当会館で行われる｢異文化紹介サロン（参加費500円）｣の宣伝です。
これまでは毎月1回JICA研修員（国立熊本病院にて研修中）による自国紹介がこのサロンで行われていましたが、
3/13（土）はこれに加えて協力隊OGにも参加してもらい、アフリカ・ジンバブエの紹介をしていただきます。
内容が好評であれば定期的に続けていきたいと思っています。それでは国際交流会館でお会いしましょう。 

新しい国際協力推進員　田崎　弘さんが熊本市国際交流会館に着任 


